
JP 2010-521791 A 2010.6.24

10

(57)【要約】
　複数の積み重ねた充電及び放電可能なバッテリーセル
を有するバッテリーモジュールが取り付けられている中
型または大型バッテリーパックケースであって、該バッ
テリーパックケースが冷却剤入口及び冷却剤出口を備え
ており、該冷却剤入口及び冷却剤出口が、該バッテリー
セルを冷却するための冷却剤が、該バッテリーセルの積
重方向に対して直角の方向で、該バッテリーモジュール
の片側から反対側に流動できるように配置されており、
該バッテリーパックケースが、該冷却剤入口から該バッ
テリーモジュールに伸びる流動空間(「入口ダクト」)及
び該バッテリーモジュールから該冷却剤出口に伸びる別
の流動空間(「出口ダクト」)をさらに備えており、該入
口ダクトの垂直断面積が、該出口ダクトの垂直断面積よ
りも小さい、中型または大型バッテリーパックケースを
開示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中型または大型バッテリーパックケースであって、
　複数の積み重ねた充電及び放電可能なバッテリーセルを有するバッテリーモジュールが
取り付けられてなり、
　前記バッテリーパックケースが、冷却剤入口及び冷却剤出口を備えてなり、
　前記冷却剤入口及び冷却剤出口は、前記バッテリーセルを冷却するための冷却剤が、前
記バッテリーセルの積重方向に対して直角の方向で、前記バッテリーモジュールの片側か
ら反対側に流動できるように配置されてなり、
　前記バッテリーパックケースが、前記冷却剤入口から前記バッテリーモジュールに伸び
る流動空間(「入口ダクト」)及び前記バッテリーモジュールから前記冷却剤出口に伸びる
別の流動空間(「出口ダクト」)をさらに備えてなり、
　前記入口ダクトの垂直断面積が、前記出口ダクトの垂直断面積よりも小さいものである
、中型または大型バッテリーパックケース。
【請求項２】
　前記入口ダクトの垂直断面積が、前記出口ダクトの垂直断面積の50～90％に等しいもの
である、請求項１に記載の中型または大型バッテリーパックケース。
【請求項３】
　前記ダクト間の前記垂直断面積の差が、前記ダクトの幅が等しいという条件で、前記ダ
クト間の前記垂直高さの差により生じるものである、請求項１に記載の中型または大型バ
ッテリーパックケース。
【請求項４】
　前記入口ダクトの前記垂直高さが、前記出口ダクトの前記垂直高さの55～85％に等しい
ものである、請求項３に記載の中型または大型バッテリーパックケース。
【請求項５】
　前記バッテリーパックケースは、前記バッテリーセルの積重方向における前記バッテリ
ーパックケースの長さが、前記バッテリーセルの横方向における前記バッテリーパックケ
ースの長さより大きく、前記ダクトが前記バッテリーセルの積重方向に対して平行に配置
される構造に構築されてなる、請求項１に記載の中型または大型バッテリーパックケース
。
【請求項６】
　前記バッテリーパックケースが、前記冷却剤出口に吸引ファンを取り付けられてなり、
前記冷却剤入口を通して導入された前記冷却剤を、前記冷却剤が前記バッテリーモジュー
ルを通って流れた後に、前記冷却剤出口に強制的に移動させる構造に構築されてなる、請
求項１に記載の中型または大型バッテリーパックケース。
【請求項７】
　前記バッテリーパックケースが、前記バッテリーパックケースの外部力に対する構造的
安定性を改良するための凹凸状に形成されたビーズをさらに備えてなり、
　前記ビーズが、前記冷却剤入口から前記バッテリーモジュールに伸びる流動空間(「入
口ダクト」)中で、流体の進行方向に沿って、前記ビーズが前記冷却剤入口から来る前記
冷却剤の流れを妨害しない構造に構築されてなる、請求項１に記載の中型または大型バッ
テリーパックケース。
【請求項８】
　前記ビーズが、長さ対幅の比が大きい凹凸構造に構築され、前記ビーズが互いに平行に
配置されてなる、請求項７に記載の中型または大型バッテリーパックケース。
【請求項９】
　前記バッテリーパックケースは、前記バッテリーセルの積重方向における前記バッテリ
ーパックケースの長さが、前記バッテリーセルの横方向における前記バッテリーパックケ
ースの長さより大きくなる構造に構築されてなり、
　前記ビーズが、前記ビーズが前記バッテリーセルの横方向に対して平行に配置されるよ
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うに前記バッテリーパックケースに形成され、前記ビーズが、前記入口ダクトの、前記冷
却剤入口に隣接する予め決められた区域には形成されていない、請求項７に記載の中型ま
たは大型バッテリーパックケース。
【請求項１０】
　前記バッテリーパックケースは、前記バッテリーセルの積重方向における前記バッテリ
ーパックケースの長さが、前記バッテリーセルの横方向における前記バッテリーパックケ
ースの長さより大きくなる構造に構築されてなり、
　前記ビーズが、前記ビーズが前記バッテリーセルの横方向に対して平行に配置されるよ
うに前記バッテリーパックケースに形成され、前記入口ダクトの、前記冷却剤入口に隣接
する予め決められた区域における前記ビーズの内側高さが、前記冷却剤入口に向かって次
第に減少する、請求項７に記載の中型または大型バッテリーパックケース。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の中型または大型バッテリーパックケース中にバ
ッテリーモジュールが取り付けられている構造に構築されてなる、中型または大型バッテ
リーパック。
【請求項１２】
　前記バッテリーモジュールが、複数の充電及び放電可能な板形状バッテリーセルを包含
する、請求項１１に記載の中型または大型バッテリーパック。
【請求項１３】
　前記バッテリーセルがリチウム二次バッテリーである、請求項１２に記載の中型または
大型バッテリーパック。
【請求項１４】
　前記バッテリーパックが、電気自動車またはハイブリッド電気自動車用の電源として使
用される、請求項１２に記載の中型または大型バッテリーパック。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、冷却剤流の配分一様性を改良した中型または大型バッテリーパックケースに
関し、より詳しくは、複数の積み重ねた充電及び放電可能なバッテリーセルを有するバッ
テリーモジュールが取り付けられている中型または大型バッテリーパックケースであって
、該バッテリーパックケースが、該バッテリーセルの積重方向に対して直角の方向で該バ
ッテリーモジュールの片側から反対側に冷却剤が流動できるように配置された冷却剤入口
及び冷却剤出口を備えており、該バッテリーパックケースが入口ダクト及び出口ダクトを
さらに備えており、該入口ダクトの垂直断面積が、該出口ダクトの垂直断面積よりも小さ
い、中型または大型バッテリーパックケースに関する。
【発明の背景】
【０００２】
　最近、充電及び放電可能な二次バッテリーが、ワイヤレス可動装置用のエネルギー供給
源として広く使用されている。また、二次バッテリーは、化石燃料を使用する既存のガソ
リン及びディーゼル車により引き起こされる大気汚染のような問題を解決するために開発
された電気自動車(EV)及びハイブリッド電気自動車(HEV)用の動力源としても非常に大き
な関心を集めている。
【０００３】
　小型の可動装置は、各装置に一個または数個のバッテリーセルを使用している。他方、
中型または大型装置、例えば車両、には、高出力及び大容量が必要なので、複数のバッテ
リーセルを互いに電気的に接続した、中型または大型バッテリーモジュールを使用する。
【０００４】
　中型または大型バッテリーパックは、可能であれば、小型で軽量に製造するのが好まし
い。この理由から、高集積度に積み重ねることができ、重量対容量比が小さいプリズム形
バッテリーまたは小袋形バッテリーが、中型または大型バッテリーパックのバッテリーセ
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ルとして通常使用される。特に、シース部材としてアルミニウムラミネートシートを使用
する小袋形バッテリーに現在多くの関心が集まっているが、これは、小袋形バッテリーの
重量が小さく、小袋形バッテリーの製造コストが低く、小袋形バッテリーの形状を容易に
変えられるためである。
【０００５】
　予め決められた機構または装置に必要な出力及び容量を与えるための中型または大型バ
ッテリーモジュールには、その中型または大型バッテリーモジュールが、複数のバッテリ
ーセルが互いに電気的に直列接続され、それらのバッテリーセルが外部の力に対して安定
している構造に構築されていることが必要である。
【０００６】
　また、中型または大型バッテリーモジュールを構成するバッテリーセルは、充電及び放
電可能な二次バッテリーである。従って、バッテリーセルの充電及び放電の際に、高出力
、大容量二次バッテリーから大量の熱が発生する。単位電池の充電及び放電の際に単位電
池から発生する熱が効果的に除去されない場合、それぞれの単位電池中に熱が蓄積し、従
って、単位電池の劣化が促進される。状況により、単位電池は、発火または爆発すること
がある。この理由から、高出力、大容量バッテリーである車両用のバッテリーパックには
、冷却装置が必要である。
【０００７】
　他方、複数のバッテリーセルを包含する中型または大型バッテリーパックでは、あるバ
ッテリーセルの性能低下が、バッテリーパックの性能低下を引き起こすことがある。性能
の不均一性を引き起こす主なファクターの一つは、バッテリーセル間の冷却の不均一性で
ある。この理由から、冷却剤が流れる際に一様な冷却を確保する構造を備える必要がある
。
【０００８】
　特に、中型または大型バッテリーパックでは、冷却剤入口側(以下、「入口」と呼ぶ)に
おけるダクト及び冷却剤出口側(以下、「出口」と呼ぶ)におけるダクトの垂直断面積が、
バッテリーパック中の冷却剤流配分に大きな影響を及ぼす。
【０００９】
　一般的に、入口の垂直断面積が出口の垂直断面積以上である場合、比較的大量の冷却剤
が冷却剤入口の近くでバッテリーセル間の通路に導入されるのに対し、冷却剤入口から遠
く離れたバッテリーセル間の通路には、比較的少量の冷却剤が導入され、その結果、バッ
テリーセル間で一様な冷却を達成するのが困難になる。
【００１０】
　冷却剤の不均一配分により引き起こされる問題を解決するための技術として、バッテリ
ーモジュールの冷却剤入口及び冷却剤出口に連絡部材を備え、該連絡部材が、第一接続通
路(入口ダクト)及び第二接続通路(出口ダクト)を包含する構造により、冷却効率を改良す
る技術が、韓国特許出願公開第2006－037625号明細書に開示されている。開示されている
技術では、バッテリーセル間の通路の断面積が、該通路が冷却剤入口から遠くなるにつれ
て増加し、それによって、冷却一様性を部分的に達成する。しかし、第一及び第二接続通
路の垂直断面積は等しく、従って、大量の冷却剤が、冷却剤入口近くで、バッテリーセル
間の通路の中に追い込まれる。その結果、バッテリーセル間で冷却の一様性を完全に達成
することは不可能である。
【００１１】
　このため、上記の問題を根本的に解決する技術が強く求められている。
【発明の概要】
【００１２】
　従って、本発明は、上記の問題及び他の未解決の技術的問題を解決するためになされた
ものである。
【００１３】
　中型または大型バッテリーパックケースに関する様々な広範囲で集中的な研究及び実験
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の結果、本発明者らは、バッテリーパックケースに形成された入口ダクトの垂直断面積が
、バッテリーパックケースに形成された出口ダクトの垂直断面積より小さい構造にバッテ
リーパックケースを構築した場合に、バッテリーセル間に限定された通路を通して流れる
冷却剤の流れを一様に配分することができ、その結果、バッテリーセル間に蓄積される熱
が効果的に除去され、バッテリーセルの性能及び耐用寿命が大きく改良されることを見出
した。本発明は、これらの知見に基づいて完成された。
【００１４】
　本発明の一態様により、上記の、及び他の目的は、複数の積み重ねた充電及び放電可能
なバッテリーセルを有するバッテリーモジュールが取り付けられている中型または大型バ
ッテリーパックケースであって、該バッテリーパックケースが、冷却剤入口及び冷却剤出
口を備えており、該冷却剤入口及び冷却剤出口が、該バッテリーセルを冷却するための冷
却剤が、該バッテリーセルの積重方向に対して直角の方向で、該バッテリーモジュールの
片側から反対側に流動できるように配置されており、該バッテリーパックケースが、該冷
却剤入口から該バッテリーモジュールに伸びる流動空間(「入口ダクト」)及び該バッテリ
ーモジュールから該冷却剤出口に伸びる別の流動空間(「出口ダクト」)をさらに備えてお
り、該入口ダクトの垂直断面積が、該出口ダクトの垂直断面積よりも小さい、中型または
大型バッテリーパックケースを提供することにより、達成される。
【００１５】
　上記のような、本発明の中型または大型バッテリーパックケースでは、入口ダクトの垂
直断面積が、出口ダクトの垂直断面積よりも小さい。従って、入口ダクトの垂直断面積が
、出口ダクトの垂直断面積よりも小さい本発明の構造は、入口ダクトの垂直断面積が、出
口ダクトの垂直断面積以上である従来の構造と比較して、バッテリーセル間の通路を通っ
て流れる冷却剤の流れを均質化し、バッテリーセルの充電及び放電の際に発生した熱を、
冷却剤の一様な流れを通して効果的に除去し、それによって、バッテリーの冷却効率及び
性能を改良することができる。
【００１６】
　本発明の中型または大型バッテリーパックケースに取り付けるバッテリーモジュールは
、一般的に複数のバッテリーセルを高集積度で積み重ねる方法により、製造される。この
時、隣接するバッテリーセルは、規則的な間隔を置いて互いに分離されるので、バッテリ
ーセルの充電及び放電の際に発生する熱を除去することができる。例えば、追加の部材を
使用せずに、バッテリーセルが予め決められた間隔で互いに分離されるように、バッテリ
ーセルを連続的に積み重ねることができる。バッテリーセルの機械的強度が低い場合、1
または数個のバッテリーセルをカートリッジの中に取り付け、複数のカートリッジを積み
重ね、バッテリーモジュールを構成することができる。これによって、冷却剤通路がそれ
ぞれのバッテリーセル間に限定されるので、積み重ねたバッテリーセル間に蓄積する熱が
効果的に除去される。
【００１７】
　入口ダクト及び出口ダクトは流動空間であり、そこを通して、バッテリーセルの充電及
び放電の際にバッテリーセルから熱を効果的に除去するための冷却剤がそれぞれ導入及び
排出される。入口ダクト及び出口ダクトは、バッテリーパックケースの上側部分及び下側
部分に形成される。
【００１８】
　好ましい実施態様では、入口ダクトの垂直断面積は、出口ダクトの垂直断面積の50～90
％に等しい。冷却剤入口ダクトの垂直断面積が小さすぎる場合、冷却剤を流すためのエネ
ルギー消費が大きく増加する。反対に、冷却剤入口ダクトの垂直断面積が大きすぎる場合
、前に記載したように、バッテリーセル間の冷却剤流の一様な配分を達成するのが困難に
なる。
【００１９】
　本明細書では、入口ダクトと出口ダクトの間の垂直断面積の差は、(a)ダクトの幅が等
しいという条件で、ダクトの高さの差、(b) ダクトの高さが等しいという条件で、ダクト
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の幅の差、または(c)ダクト間の幅及び高さの差により生じる。好ましくは、入口ダクト
と出口ダクトの間の垂直断面積の差は、構造(a)、すなわちダクトの幅が等しいという条
件における、ダクトの垂直高さの差、により生じる。
【００２０】
　本発明者らが行った実験では、入口ダクトの垂直高さが、出口ダクトの垂直高さの55～
85％に等しい場合、本発明が最適な効果をもたらすことが分かった。
【００２１】
　本発明のバッテリーパックケースは、冷却効率が非常に重要である構造に適用するのが
好ましい。具体的には、このバッテリーパックケースは、バッテリーセルの積重方向にお
けるバッテリーパックケースの長さがバッテリーセルの横方向におけるバッテリーパック
ケースの長さより大きく、ダクトがバッテリーセルの積重方向に対して平行に配置される
構造に構築するのが好ましい。
【００２２】
　ダクトは、入口ダクト及び出口ダクトを包含する。例えば、入口ダクトがバッテリーセ
ルの積重方向に対して平行になるように、入口ダクトをバッテリーパックケースの上側部
分に形成することができ、入口ダクトがバッテリーセルの積重方向に対して平行になるよ
うに、出口ダクトをバッテリーパックケースの下側部分に形成することができる。この場
合、冷却剤は、冷却剤入口を通して導入され、入口ダクトに沿って流れ、バッテリーセル
間の通路に一様に配分され、出口ダクトに沿って流れ、冷却剤出口を通って外に排出され
る。無論、入口ダクトがバッテリーセルの積重方向に対して平行になるように、入口ダク
トをバッテリーパックケースの下側部分に形成することができ、入口ダクトがバッテリー
セルの積重方向に対して平行になるように、出口ダクトをバッテリーパックケースの上側
部分に形成することもできる。
【００２３】
　好ましくは、バッテリーパックケースは、冷却剤入口を通して導入された冷却剤を急速
に、且つ円滑に冷却剤出口に移動させ、冷却剤がバッテリーモジュールを通って流れた後
にバッテリーパックから外に排出されるように、冷却剤出口に吸引ファンを取り付ける構
造に構築される。この構造では、狭い冷却剤入口を通して導入された冷却剤が、吸引ファ
ンから発生した冷却剤駆動力により、冷却剤入口から遠く離れたバッテリーセルに、冷却
剤の高い流動速度で、十分に到達し、従って、比較的一様な冷却剤流配分が、同じ冷却剤
流条件で達成される。
【００２４】
　状況に応じて、バッテリーパックケースは、凹凸状に形成されたビーズをさらに備え、
バッテリーパックケースの外部力に対する構造的安定性を改良することができる。この場
合、ビーズは、冷却剤入口からバッテリーモジュールに伸びる流動空間(「入口ダクト」)
中で、流体の進行方向に沿って、ビーズが冷却剤入口から来る冷却剤の流れを妨害しない
構造に構築される。
【００２５】
　具体的には、ビーズは、ビーズが外部力、例えば捻れまたは振動、に対して優れた耐久
性または構造的安定性を示すように、バッテリーパックケースの機械的強度を効果的に補
足する。さらに、ビーズは、冷却剤入口を通してバッテリーパックケース中に導入された
冷却剤の流れを妨害せず、それによって、バッテリーセルの充電及び放電の際にバッテリ
ーセルから発生した熱が、冷却剤により、より効果的に除去される。
【００２６】
　好ましい実施態様では、ビーズは、長さ対幅の比が大きい凹凸構造に構築され、ビーズ
は、互いに平行に配置される。
【００２７】
　冷却剤の流れを妨害しないビーズ構造に関連する好ましい実施態様では、バッテリーパ
ックケースは、バッテリーセルの積重方向におけるバッテリーパックケースの長さが、バ
ッテリーセルの横方向におけるバッテリーパックケースの長さより大きくなる構造に構築
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され、ビーズは、ビーズがバッテリーセルの横方向に対して平行に配置されるようにバッ
テリーパックケースに形成され、ビーズは、入口ダクトの、冷却剤入口に隣接する予め決
められた区域には形成されない。
【００２８】
　冷却剤の流れに対するビーズの影響は、入口ダクトの、冷却剤入口に隣接する区域で最
大である。従って、ビーズが、入口ダクトの、冷却剤入口から予め決められた間隔を置い
て配置された区域に形成される場合、冷却剤の流れに対するビーズの影響は最少に抑えら
れる。
【００２９】
　例えば、上記のようにビーズが形成されない区域の長さは、入口ダクトの全長の10～30
％である。ビーズが形成されない区域の長さが小さすぎる場合、冷却剤の流れに対するビ
ーズの影響が増大し、従って、所望の効果を得ることが困難になる。反対に、ビーズが形
成されない区域の長さが大きすぎる場合、ビーズが形成されない区域の耐久性及び構造的
安定性は低下する。より好ましくは、ビーズが形成されない区域の長さは、入口ダクトの
全長の15～25％である。
【００３０】
　別の好ましい実施態様では、バッテリーパックケースは、バッテリーセルの積重方向に
おけるバッテリーパックケースの長さが、バッテリーセルの横方向におけるバッテリーパ
ックケースの長さより大きくなる構造に構築され、ビーズは、ビーズがバッテリーセルの
横方向に対して平行に配置されるようにバッテリーパックケースに形成され、入口ダクト
の、冷却剤入口に隣接する予め決められた区域におけるビーズの内側高さが、冷却剤入口
に向かって次第に減少する。
【００３１】
　この構造は、ビーズの、冷却剤入口側における内側高さが比較的小さく、ビーズが冷却
剤入口から遠くなるにつれて、ビーズの内側高さが次第に増加するか、またはビーズの内
側高さが予め決められた値に次第に増加し、次いでビーズの本来の内側高さが次の特定の
ビーズから維持され、バッテリーパックケースの構造的安定性の低下を最少に抑え、同時
に、バッテリーセル間の冷却剤流の配分一様性をさらに増加する構造を包含する。この場
合、内側高さが変化するビーズの数は、ビーズの高さ調節によりバッテリーパックケース
の構造的強度が低下する程度に応じて、適切に決定することができる。
【００３２】
　例えば、ビーズの内側高さが次第に減少する区域は、好ましくは入口ダクトの全長の15
～50％に等しい長さを有する。ビーズの内側高さが次第に減少する区域の長さが小さすぎ
る場合、ビーズの高さは、狭い空間で比較的大きな幅で増加し、従って、所望の効果を達
成することが困難である。反対に、ビーズの内側高さが次第に減少する区域の長さが大き
すぎる場合、ビーズの内側高さが次第に減少する区域の耐久性及び構造的安定性が、広い
範囲にわたって低下する。より好ましくは、ビーズの内側高さが次第に減少する区域の長
さは、入口ダクトの全長の20～40％である。
【００３３】
　本発明の別の態様では、上記の構造に構築された中型または大型バッテリーパックケー
ス中にバッテリーモジュールが取り付けられている構造に構築された中型または大型バッ
テリーパックを提供する。
【００３４】
　本明細書で使用する用語「バッテリーモジュール」は、2個以上の充電及び放電可能な
バッテリーセルが互いに機械的に、及び同時に、電気的に接続され、高出力、大容量電気
を供給する構造に構築されたバッテリー装置の構造を包括的に意味する。従って、バッテ
リーモジュール自体が単一の装置または大型装置の一部を構成することができる。例えば
、複数の小型バッテリーモジュールを互いに接続し、大型バッテリーモジュールを構成す
る。
【００３５】
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　バッテリーモジュールは、複数の充電及び放電可能な板形状バッテリーセルを包含する
ことができる。本明細書では、用語「板形状」は、長さ対幅の比が比較的大きい長方形平
行六面体の形状を意味する。
【００３６】
　バッテリーセルは、二次バッテリー、例えばニッケル金属水素化物二次バッテリーまた
はリチウム二次バッテリー、でよい。特に、リチウム二次バッテリーは、エネルギー密度
及び放電電圧が高いので、リチウム二次バッテリーを使用するのが好ましい。その形状に
基づき、バッテリーモジュールを構成する充電及び放電可能な単位電池として、プリズム
形バッテリーまたは小袋形バッテリーを使用するのが好ましい。より好ましくは、バッテ
リーモジュールの単位電池として小袋形バッテリーを使用する。
【００３７】
　本発明の中型または大型バッテリーパックは、高出力及び大容量を与えるために組み合
わされる複数のバッテリーセルを充電及び放電する際に、それらのバッテリーセルから発
生する高温の熱により安全性が大きく低下することがある、電気自動車またはハイブリッ
ド電気自動車用の電源として使用するのが好ましい。
【００３８】
　本発明の上記の、及び他の目的、特徴及び利点は、添付の図面を参照しながら記載する
下記の詳細な説明により、より深く理解される。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】図1は、従来の中型または大型バッテリーパックケース中にバッテリーモジュー
ルが取り付けられている構造に構築された中型または大型バッテリーパックを例示する透
視図である。
【図２】図2は、図1に示す中型または大型バッテリーパックケース中に取り付けたバッテ
リーモジュールを包含する中型または大型バッテリーパックを典型的に例示する断面図で
ある。
【図３】図3は、本発明の好ましい実施態様によるバッテリーパックケース中にバッテリ
ーモジュールが取り付けられている構造に構築された中型または大型バッテリーパックを
典型的に例示する断面図である。
【図４】図4は、図2及び3に示す構造に製造された中型または大型バッテリーパックのバ
ッテリーセル間の、冷却剤流配分の測定結果間の比較を例示するグラフである。
【図５】図5は、本発明の別の好ましい実施態様による、ビーズを備えたバッテリーパッ
クケースを包含する、中型または大型バッテリーパックを典型的に例示する断面図である
。
【図６】図6は、本発明の別の好ましい実施態様による、複数の高さが異なったビーズを
備えたバッテリーパックケースを包含する、中型または大型バッテリーパックを典型的に
例示する断面図である。
【好ましい実施態様の詳細な説明】
【００４０】
　ここで、添付の図面を参照しながら、本発明の好ましい実施態様を詳細に説明する。し
かし、本発明の範囲は、例示する実施態様に限定されるものではない。
【００４１】
　図1は、従来の中型または大型バッテリーパックケース中にバッテリーモジュールが取
り付けられている構造に構築された中型または大型バッテリーパックを例示する透視図で
あり、図2は、図1に示す中型または大型バッテリーパックケース中に取り付けたバッテリ
ーモジュールを包含する中型または大型バッテリーパックを典型的に例示する断面図であ
る。
【００４２】
　これらの図に関して、中型または大型バッテリーパック100は、複数の板形状バッテリ
ーセル30が互いに電気的及び機械的に接続された構造に構築されているバッテリーモジュ
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ール32、バッテリーモジュール32が中に取り付けられているバッテリーパックケース70、
冷却剤入口10からバッテリーモジュール32に伸びる流動空間としての入口ダクト40、及び
バッテリーモジュール32から冷却剤出口20に伸びる別の流動空間としての出口ダクト50を
包含する。
【００４３】
　冷却剤入口10を通して導入された冷却剤は、入口ダクト40とバッテリーセル30との間に
限定された通路60を通って流れる。この時、冷却剤がバッテリーセル30を冷却する。その
後、冷却剤は、出口ダクト50を通って流れ、次いで冷却剤出口20を通ってバッテリーパッ
クから外に排出される。
【００４４】
　入口ダクト40は、出口ダクト50の垂直高さbに等しい垂直高さを有する。従って、冷却
剤流は、冷却剤入口10に最も近いバッテリーセル30Nにより多く配分され、冷却剤入口10
から最も遠いバッテリーセル30Rには少なく配分される。
【００４５】
　図3は、本発明の好ましい実施態様によるバッテリーパックケース中にバッテリーモジ
ュールが取り付けられている構造に構築された中型または大型バッテリーパックを典型的
に例示する断面図である。
【００４６】
　図3に関して、バッテリーパックケース70'は、バッテリーセル30の積重方向Lにおける
バッテリーパックケース70'の長さが、バッテリーセル30の横方向Wにおけるバッテリーパ
ックケース70'の長さより大きい構造に構築されている。また、バッテリーパックケース7
0'は、冷却剤が、バッテリーセル30の積重方向Lに対して直角方向でバッテリーモジュー
ル32の片側から反対側に流れることができるように配置された、冷却剤入口10'及び冷却
剤出口20'を有する。
【００４７】
　バッテリーモジュール32の各バッテリーセル30間には、小さな通路60が限定されている
ので、冷却剤が通路60を通って流れることができる。従って、冷却剤入口10'を通して導
入された冷却剤は、通路60を通って流れる。この時、バッテリーセル30から発生した熱が
冷却剤により除去される。その後、冷却剤は、冷却剤出口20'を通って排出される。
【００４８】
　この実施態様によるバッテリーパックケース70'は、冷却剤入口10'に接続された入口ダ
クト40'の垂直高さa'が、冷却剤出口20'に接続された出口ダクト50'の垂直高さb'の50～9
0％に等しい点で、図1及び2に示すバッテリーパックケース70とは異なっている。入口ダ
クト40'の垂直高さa'が、出口ダクト50'の垂直高さb'より低いので、冷却剤流は、バッテ
リーセル30N及び30Rに一様に配分される。
【００４９】
　これに関して、図4は、図2及び3に示す構造に製造された中型または大型バッテリーパ
ックのバッテリーセル間の、冷却剤流配分の測定結果間の比較を例示するグラフである。
具体的には、図2の中型または大型バッテリーパック100における冷却剤流配分の測定結果
X及び図3の、入口ダクトの垂直高さが出口ダクトの垂直高さより小さい構造に構築された
中型または大型バッテリーパック200における冷却剤流配分の測定結果Yの両方を図4に示
す。
【００５０】
　Yの冷却剤流差yをXの冷却剤流差xと比較すると、冷却剤入口に隣接するバッテリーセル
30N上を冷却剤が流れる際、Yの冷却剤流差yは、Xの冷却剤流差xより小さく、従って、冷
却剤流の配分一様性が改良されている。
【００５１】
　これは、入口ダクト40'の垂直断面積が出口ダクト50'の垂直断面積より小さく、従って
、入口ダクト40'における冷却剤の流動速度は、出口ダクト50'における冷却剤の流動速度
より大きいので、冷却剤が、冷却剤入口10'から最も遠いバッテリーセル30Rに一様に配分
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【００５２】
　図5は、本発明の別の好ましい実施態様による、ビーズを備えたバッテリーパックケー
スを包含する、中型または大型バッテリーパックを典型的に例示する断面図である。
【００５３】
　この実施態様によるバッテリーパックケース70'は、冷却剤入口10'に隣接する区域Sを
除いて、ビーズ72が、ビーズ72が冷却剤入口10'から流体が前進する方向で冷却剤の流れ
を妨害しないように、長さ対幅の比が大きい凹凸構造で形成されている点で、図3に示す
バッテリーパックケース70'と異なっている。
【００５４】
　ビーズ72が、バッテリーパックケース70'に区域Sを除いて形成されているので、冷却剤
入口10'から最も遠いバッテリーセル30Rに冷却剤をより効果的に、一様に配分することが
でき、従って、冷却剤流のより一様な配分が達成される。そのため、冷却剤入口10'とバ
ッテリーセル30との間の距離の差に応じて、冷却剤流差間の変動幅をさらに小さくするこ
とができる。
【００５５】
　図6は、本発明の別の好ましい実施態様による、複数の高さが異なったビーズを備えた
バッテリーパックケースを包含する、中型または大型バッテリーパックを典型的に例示す
る断面図である。
【００５６】
　図6に関して、バッテリーパックケース70'は、バッテリーセルの積重方向Lにおけるバ
ッテリーパックケース70'の長さが、バッテリーセルの横方向Wにおけるバッテリーパック
ケース70'の長さより大きく、ビーズ72が、バッテリーセルの横方向Wに対して平行に配置
されるように、バッテリーパックケース70'に形成され、入口ダクト40'の、冷却剤入口10
'に隣接する予め決められた区域におけるビーズ72の内側高さが、冷却剤入口10'に向かっ
て次第に減少する(h１＜h２＜h３)構造に構築されている。このビーズ構造は、冷却剤流
の配分一様性をさらに改良する。
【産業上の利用可能性】
【００５７】
　上記の説明から明らかなように、本発明の中型または大型バッテリーパックケースは、
入口ダクトの垂直断面積が出口ダクトの垂直断面積より小さい構造に構築されている。従
って、本発明には、冷却剤流の配分一様性を改良し、バッテリーセル間に蓄積する熱を効
果的に除去し、バッテリーセルの性能及び耐用寿命を大きく向上させる効果がある。
【００５８】
　本発明の好ましい実施態様を例示のために開示したが、当業者には明らかなように、請
求項に記載する本発明の範囲及び精神から離れることなく、様々な修正、追加、及び置き
換えが可能である。
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